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た色の認知学習（Study II）を実施し，その 2つの学習の積み上げの上に，具象物の 1対 1の
対応の学習を行った実践事例である。その際，必ず具象物の称呼を添えていった。結果，本人
の言語理解が確実に進展していった。






































































ンというビンの並びの順序）　昭和 46年 1月～ 4月期
以下，ビンの名称を，上記のような称呼で表記する。
第 2段階（b）特に印象の強い物が分化し始めるグ
ループ形成がなされる。　昭和 46年 4月～ 6月期
第 3段階（c）印象の強い物が他から独立する。








































































































○第 3の課題　具象物の 1対 1対応の学習（対応と集合の学習）






































①  3年と 1か月の学校生活で，学校生活のリズムが定着してきたこと。
②   その生活のリズムの中で，何がやってよいことで，何がやってよくないかを少々理解
してきたこと（但し，彼がほしいものを見つけて，その行為を開始してしまうとそれ
を中断することはまだまだ困難である。）
























①   「hon」「hon」「hon」…と言って，本を同じ木枠の中（絵のはりつけてある枠の中）に
集める。同様に，「kotp」「kotp」…と言って次の物を集める。この仲間あつめが終了す
ると，結果的に他の具象物を識別したことになる。
②   「同じものをあつめなさい」などというようなある程度，抽象化（概念化）された発問は
さけて「hon」「hon」「hon」「hon」と，単語を連発する形を取る。その方が，音声と具
象物との対応を理解できるようにするのに効果があると考えた。










うにする。それができたら，本 hon  ←具象物→ 絵  と，具象物と文字の対応の学習を考え
ていきたい。
○図形のシンボル化が一番のねらいである。別の数量領域の指導にも応用して，彼が無意識


















昭和 47年 6月 25日～ 7月 1日の記録より，これまでの経過について考察する。






















































































































　  （8）猪瀬義明（1970～ 72）「『指導の記録簿』昭和 45，46，47年度」千葉県立Ｍ養護学校
